
八
『
傷
寒
明
理
論
』
三
巻
、
方
論
一
巻
、
宋
刊
本

金
・
成
無
己
の
撰
し
た
『
傷
寒
論
』
の
解
説
・
研
究
害
。
初
刊
本

と
し
て
小
字
密
行
の
金
刊
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
現
存
し
な
い
。
本

版
は
刊
行
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
宋
刊
本
と
し
て
唯
一
最
古
の
も
の

で
あ
る
。
毎
半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
清
の
李
之
那
の
旧
蔵
書
で
、

従
来
本
版
に
拠
る
影
印
も
し
く
は
翻
刻
本
は
な
い
。

（
中
国
国
家
図
書
館
／
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学

総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

旧
蔵
。

の
重
刻
本
で
、
目
録
末
に
「
万
巻
堂
作
十
三
行
大
字
刊
行
庶
便
検
用

請
詳
鑑
」
と
あ
る
。
現
存
部
は
巻
十
一
’
十
七
、
二
十
一
’
二
十
三

の
計
十
巻
。
毎
半
葉
十
三
行
、
行
二
十
三
字
。
黄
王
烈
・
窪
紹
基
等

十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
医
学
教
育
方
法
の
歴
史
的
変

遷
に
つ
い
て
は
、
一
々
詳
細
な
記
述
は
成
書
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
の
ア
ゥ
ト
ラ
イ
ン
を
整
理
し
て
、
明
快
に
示
し
た
も
の
は
演
者
の

知
る
限
り
日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
た
と
え
ば
、
外
科
産

科
医
の
地
位
の
向
上
、
学
位
の
一
本
化
、
大
学
の
公
用
語
の
変
化

（
ラ
テ
ン
語
か
ら
母
国
語
へ
）
、
医
育
機
関
の
一
本
化
な
ど
が
、
ど
の

よ
う
な
歴
史
的
節
目
を
境
に
な
さ
れ
た
の
か
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。

演
者
は
こ
こ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の

新
し
い
時
代
区
分
を
提
唱
し
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
変
遷
が
独
特
で
あ

る
の
で
除
外
し
、
大
陸
の
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
論
じ
る
。

十
九
世
紀
の
医
育
の
歴
史
を
、
三
期
に
分
け
る
。
第
１
期
は
一
七

八
九
年
（
フ
ラ
ン
ス
革
命
）
お
よ
び
一
八
一
四
年
（
ウ
ィ
ー
ン
会
議
）

十
九
世
紀
ョ
Ｉ
ロ
ヅ
パ
の
医
育
の
変
遷

。
ロ
ユ

、
ｊ
〃

石
田

２Ｊ

純
郎
、
Ｈ
・
ポ
イ
ケ
ル
ス
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以
前
の
時
代
、
第
Ⅱ
期
は
、
そ
れ
以
後
一
八
四
八
年
（
仏
二
月
革
命

・
ウ
ィ
ー
ン
三
月
革
命
・
蘭
自
由
革
命
）
お
よ
び
一
八
七
○
年
代

（
ド
イ
ツ
の
統
一
・
各
種
法
律
の
整
備
）
頃
ま
で
の
間
、
第
Ⅲ
期
は

そ
れ
以
後
で
あ
る
。

第
１
期
（
一
七
八
九
・
一
八
一
四
年
以
前
）
は
、
医
師
は
大
学

（
旧
大
学
）
、
雑
多
な
医
学
校
群
、
徒
弟
奉
公
に
よ
り
養
成
さ
れ
て
い

た
。
い
ず
れ
の
医
学
校
へ
も
い
ま
だ
中
央
権
力
の
管
理
は
充
分
で
な

く
、
地
方
権
力
に
よ
り
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
外
科
医
の
地
位
は

低
く
、
一
部
の
先
進
的
な
大
学
で
よ
う
や
く
外
科
学
が
内
科
学
と
同

様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
七
六
九
年
に
シ
ー
ポ

ル
ト
が
ド
イ
ツ
圏
で
初
の
外
科
学
大
学
教
授
に
就
任
し
、
一
七
八
六

年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
外
科
医
の
資
格
が
内
科
医
と
同
格
と
さ
れ
、

一
七
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
健
康
学
校
で
内
科
と
外
科
が
再
統
一
さ

れ
た
。第

Ⅱ
期
（
一
七
八
九
・
一
八
一
四
年
’
一
八
四
八
・
一
八
七
○
年

代
の
間
）
は
、
中
央
権
力
に
よ
る
医
育
機
関
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な

さ
れ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
間
の
医
育
機
関
と
し
て
は
、
大
学

（
移
行
期
大
学
）
、
軍
医
学
校
を
含
む
比
較
的
整
理
さ
れ
た
医
学
校
群

が
あ
っ
た
。
徒
弟
奉
公
に
よ
る
医
育
は
減
少
し
た
ｐ
こ
の
時
期
は
、

た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
一
八
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
○
晶
騨
巳
。

置
乏
で
始
ま
っ
た
。

第
Ⅲ
期
は
早
い
と
こ
ろ
で
は
ウ
ィ
ー
ン
の
三
月
革
命
（
一
八
四
八

年
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
八
六
五
年
の
法
律
と
そ
の

完
全
施
行
（
一
八
七
七
年
）
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
七
七
年
、
ド
イ

ツ
で
は
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
統
一
以
後
が
こ
の
時
期
に
な
る
。
こ

の
時
期
は
中
央
権
力
に
よ
る
医
育
の
管
理
が
効
果
的
に
行
わ
れ
、
医

師
免
許
の
固
定
化
と
均
質
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
医
育
機
関
は

大
学
（
新
大
学
）
に
統
一
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
は
一
’
二
の
補
足
的

な
医
学
校
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

各
期
に
お
け
る
大
学
の
特
徴
を
比
較
す
る
。
旧
大
学
で
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
学
生
の
任
意
に
ま
か
さ
れ
、
時
間
割
も
な
く
、
修
学
年
限

も
任
意
で
、
講
義
は
ラ
テ
ン
語
で
行
わ
れ
た
。
学
位
は
卒
業
の
要
件

で
、
開
業
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
外
科
・
産
科
は
蔑
視
さ
れ
た
。

移
行
期
大
学
で
は
、
外
科
・
産
科
は
内
科
と
平
等
に
扱
わ
れ
、
学

位
は
内
科
学
・
外
科
学
・
産
科
学
博
士
等
に
細
分
化
さ
れ
、
多
様
で

あ
っ
た
。

新
大
学
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
必
修
科
目
と
選
択
科
目
か
ら
成
り

立
ち
、
修
学
年
限
は
決
め
ら
れ
、
講
義
は
母
国
語
で
行
わ
れ
た
。
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学
位
は
卒
業
の
要
件
で
は
な
く
、
卒
業
後
の
数
年
の
研
究
の
後
に
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
種
類
は
医
学
博
士
に
統
一
さ
れ
た
。

第
Ⅱ
期
に
は
（
ド
イ
ツ
で
は
第
Ⅲ
期
に
ま
た
が
っ
て
）
、
軍
医
学

校
と
い
う
特
異
な
医
育
機
関
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
創
立
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
八
二
二
年
か

ら
一
八
六
八
年
ま
で
、
プ
ロ
シ
ア
で
は
一
七
九
五
年
か
ら
一
九
一
八

年
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
一
八
一
七
年
か
ら
一
八
七
二
年
ま
で

置
か
れ
た
。
こ
れ
は
大
学
に
先
立
っ
て
中
央
権
力
に
よ
り
充
分
に
管

理
さ
れ
た
医
学
校
だ
っ
た
。
こ
の
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ほ
と
ん

ど
必
修
で
、
時
間
割
が
存
在
し
、
修
学
年
限
も
一
定
、
母
国
語
で
講

義
さ
れ
、
要
領
よ
く
医
育
が
行
わ
れ
、
理
論
と
実
地
が
共
に
重
視
さ

れ
た
。
大
学
以
外
の
最
後
の
医
育
機
関
で
あ
っ
た
。

第
Ⅲ
期
に
創
設
さ
れ
た
日
本
の
医
科
大
学
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学

の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
こ
の
軍
医
学
校
の
シ
ス
テ
ム
に
酷
似
し
て

い
る
。
ま
た
大
学
教
育
の
受
容
の
歴
史
か
ら
も
、
そ
れ
は
証
明
さ
れ

る
。
詳
し
く
は
拙
著
近
刊
『
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
』
『
蘭
学
の
背
景
」

を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。

Ｄ
（
三
菱
水
島
病
院
）

⑳
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
）

近
年
発
表
さ
れ
る
症
候
群
は
、
そ
の
命
名
の
傾
向
と
し
て
、
人
物

名
を
冠
す
る
症
候
群
は
急
速
に
少
な
く
な
り
、
全
身
的
な
主
症
候
を

羅
列
し
た
命
名
傾
向
へ
と
変
遷
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
物
名
を
冠

し
て
命
名
さ
れ
た
症
候
群
が
、
非
常
に
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
症
候
群
辞
典
の
発
刊
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
さ
ら
に
、
眼
科
領
域
の
み

を
対
象
と
し
た
眼
科
症
候
群
辞
典
は
、
わ
が
国
で
は
非
常
に
少
な

く
、
か
つ
、
歴
史
的
に
も
新
し
い
。
こ
れ
ら
の
辞
典
に
は
、
同
義

語
、
概
要
、
全
身
症
状
、
眼
所
見
、
原
因
お
よ
び
治
療
方
に
つ
い
て

は
充
分
に
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が
、
症
候
群
に
自
ら
の
名
前
を
冠
し

た
、
疾
患
の
発
見
者
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
今
回
、
症
候
群
辞
典
（
眼
科

領
域
に
関
連
す
る
症
候
群
の
桑
を
抽
出
し
た
）
お
よ
び
、
眼
科
症
候

眼
科
症
候
群
名
に
冠
し
た
人
名
辞
典

の
作
成

奥
沢
康
正
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